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選択するに当たって我々がそこに身をおかねばならないというロールズの「原   
（1）LibertananlSm「自由優先主義」。ノージックに代表される、所有権を至上祝し  



























いる、とサンデルは論じるのである（Sandel，19乳 また本項第3節も参照のこ  
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秩序の擁護に転化するおそれがあるのである。   
当然リベラリズムの側からは、共同体主義の規範的主張のこうした合意を念  
頭に置いた再批判が試みられる。共同体主義はアイデンティティーを構成する  






















































な哲学的議論へと我々を導いていると理解されるのである（Rorty，P．186．Gut－   
mann，p．130r・）。   
リベラリズムと共同体主義の論争は、こうして自我の本性についての形而上  
学的な議論から、我々が大枠においてその伝統を受け入れているリベラルで民  


























車」のような用法には違和感があるのは確かである。   
しかし、これだけではまだ「正」と「善」の違いの分析としては不十分である。  
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まず、「善」という概念は「目的」という概念と深く結び付けて使われてい  




















































この問題に関する対立において、我々は概念的なものと規範的なものの二重の   
対立を見ていかねばならない。  
－50－   
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